
総合計画の位置付け 第2章-基本施策4-施策2 (身近な緑が適正に管理されたまちを創ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 7款-3項-7目     /  経常経費 

事業名 585 街路樹維持管理事業 

担当所属 道路維持課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

良好な市街地環境の形成を図るため、道路の植樹帯の除草、清掃、街路樹の剪定等、年間を通し

た適切な街路樹等の維持管理を行います。 

事業の目的 

年間を通じた、除草、清掃、剪定等を行うことにより、日照・通風の確保や、落ち葉による清掃の軽

減、交通標識の視認阻害を予防するとともに、潤いのある都市景観の形成を図ります。 

事業の効果 

街路樹を適切に管理することにより、市街地の景観形成が図られるとともに、車の排気ガスの浄化

や交通騒音の軽減、歩行者の安全確保が図られます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 63,596 

街路樹の維持管理 

・街路樹維持管理委託料(市内街路樹の年間管理) 

・街路樹剪定業務委託 

令和05年度 63,596 

街路樹の維持管理 

・街路樹維持管理委託料(市内街路樹の年間管理) 

・街路樹剪定業務委託 

令和06年度 63,596 

街路樹の維持管理 

・街路樹維持管理委託料(市内街路樹の年間管理) 

・街路樹剪定業務委託 

合計 190,788  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度 令 和 0 5 年 度 令 和 0 6 年 度 

街路樹の苦情・要望に対する現場確認数  100件 100件 100件 

対 応 件 数 100件 100件 100件 

街路樹の苦情・要望に対する実施率 100％ 100％ 100％ 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策4-施策2 (身近な緑が適正に管理されたまちを創ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 7款-3項-7目     /  経常経費 

事業名 189 緑と花づくり事業 

担当所属 公園緑地課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・種苗配布団体に花苗を配布し、市民自ら行う身近な公共空間の緑化を支援します。 

・市内小学生によるチューリップ植え付け事業、チューリップ図画作文コンクール、花づくりに関す

る講習会、市民・地域参加のコンクール等を実施します。 

事業の目的 

・美しい緑豊かな景観づくりとすみよいまちづくりに向けて、積極的な緑化活動を支援します。 

・身近な自然に親しめる憩いの場として、市内に残る緑地等の保全や保存樹等の良好な維持管理

に努めることで、生物多様性の保全や環境負荷の低減を図り、自然と人の共生する快適な生活環

境につながります。 

事業の効果 

・花や緑を身近に感じられる、快適なまちづくりが進められます。 

・市民の身近な住環境への関心を高め、ひいてはコミュニティ意識、ふるさと意識の高まりにもつな

がることが期待されます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 7,017 

緑化用種苗生産委託料、チューリップ植付事業など 

令和05年度 7,017 

緑化用種苗生産委託料、チューリップ植付事業など 

令和06年度 7,017 

緑化用種苗生産委託料、チューリップ植付事業など 

合計 21,051  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

チ ュ ー リ ッ プ 植 付 参 加 校 数 23校 23校 23校 

緑 化 活 動 を行 っている団 体 数 

（緑 化 用 種 苗 配 布 団 体 数 ） 
70団体 71団体 72団体 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策4-施策2 (身近な緑が適正に管理されたまちを創ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 7款-3項-7目     /  経常経費 

事業名 586 緑地維持管理事業 

担当所属 公園緑地課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

草刈り、清掃、樹木の剪定、枯木の伐採等を行い、良好な緑地の保全を図ります。また、緑地の補

植等を行い再生に努めます。 

事業の目的 

緑地の保全により大気浄化、温度調節及び住環境保全機能等が図られ、また、自然景観の形成よ

りに市民にうるおいややすらぎを提供します。 

事業の効果 

緑を守り緑豊かな都市環境を保全することにより、大気浄化、温暖化の抑制が図られるとともに、自

然景観の形成よりに市民にうるおいややすらぎを提供します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 34,571 

緑地管理委託料 

・緑地管理委託料(さくら庭園を除く緑地の管理) 

・さくら庭園・鏑木緑地管理委託料 

令和05年度 34,571 

緑地管理委託料 

・緑地管理委託料(さくら庭園を除く緑地の管理) 

・さくら庭園・鏑木緑地管理委託料 

令和06年度 34,571 

緑地管理委託料 

・緑地管理委託料(さくら庭園を除く緑地の管理) 

・さくら庭園・鏑木緑地管理委託料 

合計 103,713  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度 令 和 0 5 年 度 令 和 0 6 年 度 

緑 地 管 理 の 箇 所 数 49箇所 49箇所 49箇所 

緑地の苦情・要望に対する現場確認率 100％ 100％ 100％ 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策4-施策2 (身近な緑が適正に管理されたまちを創ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 7款-3項-7目     /  臨時経費 

事業名 9333 緑地整備事業 

担当所属 公園緑地課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

市の保有する緑地について、維持管理のために必要な整備事業を行います。 

事業の目的 

都市に残された貴重な緑の空間を保全することで、市民が身近に緑に親しむ貴重な空間として活

用するとともに、オープンスペースとしての機能保全を図ります。 

事業の効果 

緑の空間は、潤いある景観を形成するとともに、気候の調整機能、延焼防止等による防災機能、多

様な生物を育む場としての機能など、多様な役割を担っています。さらには四季の変化を通じて市

民の心に安らぎを与え、市民のふるさと意識の醸成にもつながるなど、市民生活に豊かな彩りを与

える存在でもあります。 

 緑地の保全を図ることにより、これらの多様な効果を市民が享受することができます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 22,396 

委託：千成地先法面設計委託業務 

   春路地先法面設計委託業務 

令和05年度 219,780 

工事：千成地先法面対策工事 

   春路地先法面対策工事 

令和06年度 - 

- 

合計 242,176  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

整 備 ・ 剪 定 箇 所 数 2箇所 2箇所 - 

市内の自然景観を良好と思う人の割合 初期値を維持、増加

させる 

初期値を維持、増加

させる 

初期値を維持、増加

させる 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策4-施策2 (身近な緑が適正に管理されたまちを創ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 7款-3項-7目     /  臨時経費 

事業名 14412 緑地樹木緊急点検事業 

担当所属 公園緑地課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

緑地年間管理業務委託の２区域ごとに、都市公園の樹木の点検・診断に関する指針により、緑地樹

木の点検を実施します。 

事業の目的 

緑地内の樹木の点検により、倒木事故発生を未然に防止するとともに、樹木の剪定・伐採を計画的

に実施するための判断材料を整えます。 

事業の効果 

適切な維持管理を通じて、緑地利用者及び隣接地に居住する市民が安全かつ安心して生活できる

環境を整えることができます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 15,840 

緑地危険木伐採業務委託（令和 3 年度の緊急点検で倒木の恐れがあると判定さ

れた樹木） 

令和05年度 6,974 

緑地危険木剪定業務委託 

令和06年度 6,974 

緑地危険木剪定業務委託 

合計 29,788  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

点 検 緑 地 数 - - 101箇所 

緑 地 樹 木 剪 定 件 数 65件 65件 65件 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策5-施策1 (経営と施設の健全性、持続性を確保します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 4款-3項-1目     /  臨時経費 

事業名 7604 水源確保事業 

担当所属 企画政策課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

上水道水源の確保を図るため、印旛郡市広域市町村圏事務組合が実施する印旛広域水道用水供

給事業に対して、出資金及び負担金を支出します。 

水源：奈良俣ダム（完成）、八ッ場ダム（完成）、霞ヶ浦導水（令和12年度完成予定） 

事業の目的 

佐倉市で利用する上水道水源を確保し、市民に安定した水の供給を図ります。 

事業の効果 

印旛広域水道用水供給事業により、上水道の水源確保及び長期安定供給化を図ることができま

す。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 20,374 

市民に安全な水を安定的に供給するため、印旛郡市広域市町村圏事務組合が

所掌する印旛広域水道用水供給事業に出資等を行います。 

令和05年度 21,179 

市民に安全な水を安定的に供給するため、印旛郡市広域市町村圏事務組合が

所掌する印旛広域水道用水供給事業に出資等を行います。 

令和06年度 21,181 

市民に安全な水を安定的に供給するため、印旛郡市広域市町村圏事務組合が

所掌する印旛広域水道用水供給事業に出資等を行います。 

合計 62,734  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

給 水 日 数 365日 366日 365日 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策5-施策1 (経営と施設の健全性、持続性を確保します) 

会計 / 区分       /  臨時経費 

事業名 9318 受水事業 

担当所属 水道課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

安定した水道水の供給を行うため、印旛広域水道用水供給事業より、必要量の浄水を受水します。 

事業の目的 

現在、地下水と表流水を混合して水道水をお配りしていますが、安心して利用できる水道水を安定

して供給するため、地下水だけでは不足する分を表流水由来である印旛広域水道用水供給事業

から浄水を受水します。 

事業の効果 

地下水と印旛広域水道用水供給事業からの受水のバランスを考え、必要量を受水することにより、

市民への安定した水道水を供給することができます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 1,516,715 

印旛広域水道用水供給事業からの受水を行います。 

一日最大受水量：24,500㎥ 

令和05年度 1,548,601 

印旛広域水道用水供給事業からの受水を行います。 

一日最大受水量：24,500㎥ 

令和06年度 1,544,370 

印旛広域水道用水供給事業からの受水を行います。 

一日最大受水量：24,500㎥ 

合計 4,609,686  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

受水量（１日当たりの計画最大受水量） 24,500㎥/日 24,500㎥/日 24,500㎥/日 

受 水 量 の計 画 と実 績 の割 合 100％ 100％ 100％ 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策5-施策1 (経営と施設の健全性、持続性を確保します) 

会計 / 区分       /  臨時経費 

事業名 9319 浄水場設備修繕・更新事業 

担当所属 水道課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

水道水の安定供給を行うため、水道施設・設備の改修等を行います。 

  

事業の目的 

上水道施設である地下水源、浄水場等の大規模な改修、修繕を行うことにより、施設の長寿命化を

図り、市民への安全な水道水を安定して供給します。 

事業の効果 

・通常時はもとより、災害発生時においても、安全な水道水を安定して供給できます。 

・計画的、効率的に更新を行う事により、安定した水の供給が図れます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 118,000 

南部浄水場監視制御設備更新工事 

 

令和05年度 182,760 

南部浄水場系水源取水設備更新工事 

志津浄水場監視制御装置更新工事 

志津浄水場№１配水ポンプ盤更新工事 

令和06年度 51,460 

南部浄水場次亜注入量計更新工事 

志津浄水場監視制御装置更新工事 

志津浄水場№２配水ポンプ盤更新工事 

上座浄水場監視制御装置等更新工事 

合計 352,220  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

改 修 施 設 数 1施設 3施設 4施設 

施 設 改 修 累 計 数 36施設 39施設 44施設 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策5-施策1 (経営と施設の健全性、持続性を確保します) 

会計 / 区分       /  臨時経費 

事業名 9320 水質管理事業 

担当所属 水道課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

安全で良質な水道水を供給するため、水質検査を実施します。 

また、濁り水等の発生を抑制するため、定期的に配水管の洗浄を実施します。 

事業の目的 

・水質検査を実施し、水道水に適した安全な水を供給します。 

・配水管洗浄を定期的に実施することにより、濁り水の発生を未然に防ぎ、水道水が使用出来ない

ことにより日常生活に支障をきたすなどの被害軽減を図ります。 

事業の効果 

水質検査、配水管洗浄を行うことにより、安心して上水道を利用することができます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 53,379 

水道法に基づく水質検査を実施します。また、濁水対策として、配水管の洗浄を

実施します。 

分析機器（イオンクロマトグラフ）購入 

 

令和05年度 40,753 

水道法に基づく水質検査を実施します。また、濁水対策として、配水管の洗浄を

実施します。 

分析機器（全有機炭素計）購入 

 

令和06年度 51,753 

水道法に基づく水質検査を実施します。また、濁水対策として、配水管の洗浄を

実施します。 

分析機器（誘導結合プラズマ質量分析装置）購入 

 

合計 145,885  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

配 水 管 洗 浄 地 区 数 1地区 1地区 １地区 

配 水 管 洗 浄 延 長 5,000ｍ 5,000ｍ 5,000ｍ 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策5-施策1 (経営と施設の健全性、持続性を確保します) 

会計 / 区分       /  臨時経費 

事業名 9323 上水道管耐震化事業 

担当所属 水道課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

災害に強い水道にするため、耐震性の備わった水道管に入れ替えます。管路の更新は、耐震化計

画による重要施設への優先度の高いものより計画的に耐震化整備を行います。 

事業の目的 

将来にわたって安全で安定的な水道水を供給し、地震災害等における水道施設の被害や水需要

者への影響を最小限となるように水道施設の耐震化整備を行います。 

事業の効果 

将来にわたって安全で安定的な水道水を供給し、地震災害等による被害や水需要者への影響を

最小限とすることにより市民生活の早期回復を図ります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 1,797,840 

既存水道管の耐震化整備（ユーカリが丘、宮ノ台、上志津、南臼井台、岩名、大崎

台、山王、六崎、石川、宮小路町、鏑木町、白銀など） 

配水管等更新 φ50㎜～φ450mm 約8ｋm 

令和05年度 2,018,000 

既存水道管の耐震化整備（井野、宮ノ台、ユーカリが丘、上志津、下志津、臼井

台、王子台、八幡台、海隣寺町、宮前、大崎台、山王、太田、石川など） 

配水管等更新 φ50㎜～φ450mm 約13km 

令和06年度 2,053,000 

既存水道管の耐震化整備（宮ノ台、ユーカリが丘、上志津、下志津、臼井台、王子

台、八幡台、宮前、大崎台、太田、石川など） 

配水管等更新 φ50㎜～φ350mm 約14km 

合計 5,868,840  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

重要施設までの水道管の耐震適合率 65.9％ 73.3％ 79.7％ 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策5-施策1 (経営と施設の健全性、持続性を確保します) 

会計 / 区分       /  臨時経費 

事業名 11839 汚水拡張事業 

担当所属 下水道課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

公共下水道（汚水）未整備地区の整備を行います。 

事業の目的 

印旛沼をはじめとする公共用水域の水質改善が進まない中、生活環境の改善と良好な水環境を復

元するため、未整備地区の公共下水道（汚水）の整備を行います。 

事業の効果 

公共下水道未整備地区の整備を行い、下水道に接続し、使用してもらうことにより、公共用水域の

水質改善に寄与し、健全な水環境と良好な生活環境の構築の効果があります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 23,160 

汚水適正処理構想見直し業務 

坂戸地区農業集落排水接続事業 

管渠布設工事、桝取り工事、補償金等 

令和05年度 14,850 

坂戸地区農業集落排水接続事業 

管渠布設工事、桝取り工事、補償金等 

令和06年度 5,550 

管渠布設工事、桝取り工事、補償金等 

合計 43,560  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

下 水 道 の 普 及 率 92.7％ 92.7％ 92.7％ 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策5-施策1 (経営と施設の健全性、持続性を確保します) 

会計 / 区分       /  臨時経費 

事業名 11841 汚水改良事業 

担当所属 下水道課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

佐倉市の公共下水道(汚水)施設は、供用開始から相当な期間を経過していることから、管渠等の老

朽化対策とし、長寿命化計画を策定します。また、長寿命化計画により、事業費の平準化を図り、改

修を含めた効率的な整備を進めます。 

事業の目的 

計画的で効率的な下水道施設の改修を行うことで、施設の延命化を図り、汚水の排水能力を確保し

ます。 

事業の効果 

施設を良好な状態に改修することにより、排水能力を確保し生活排水の適正な処理ができます。ま

た、汚水の詰りや管路の老朽化による道路陥没事故等を防止します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 545,197 

ストックマネジメント 

 管渠点検・調査        L=20km 

 管渠改築工事         L=700m 

 人孔ポンプ改築       ４基 

 施設改築工事        岩名中継ポンプ場 

耐震診断(建築物)      臼井中継ポンプ場 

(管路)        L=4695ｍ 

管渠改築工事          L=458m 

令和05年度 475,220 

ストックマネジメント 

 管渠点検・調査        L=20km 

 管渠改築工事         L=700m 

 施設改築実施設計      臼井中継ポンプ場 

 人孔ポンプ改築        ４基 

 施設改築工事         岩名中継ポンプ場 

耐震診断(建築物)       臼井中継ポンプ場 

管渠改築工事         L=410m 

令和06年度 504,438 

ストックマネジメント 

 管渠点検・調査        L=24km 

 管渠改築工事         L=700m 

 人孔ポンプ改築        ４基 

 施設改築工事         臼井中継ポンプ場 

耐震診断(建築物)        西志津中継ポンプ場 

管渠改築工事          L=410m 

合計 1,524,855  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

下 水 道 管 点 検 調 査 20,000ｍ 20,000ｍ 24,000ｍ 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策5-施策2 (雨水排水施設を適正に管理し浸水被害の軽減に努めます) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 7款-3項-5目     /  臨時経費 

事業名 14430 都市排水施設改修事業 

担当所属 治水課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・高崎川右・左岸等に設置されている内水排水ポンプ施設等の整備や改修など、下水道雨水排水

の補完や下水道計画降雨量を超える雨水対策を行います。 

・寺崎都市下水路、山崎都市下水路の改修等を行います。 

・内水対策の一環として、止水板等の設置費用の一部を助成します。 

事業の目的 

・河川や下水道雨水幹線への市街地内水の排除を確保し、浸水被害を防止、軽減します。 

・ポンプ施設の更新、改修により、常にポンプ施設が適正に稼働するようにします。新しい監視装置

により、施設異常などを早期発見します。 

・都市下水路の老朽化したフェンス等を適切に維持します。 

事業の効果 

・常にポンプ施設を良好な状態に維持することで、近隣住民の安心安全に寄与します。 

・都市下水路の近隣住民や歩行者の転落事故等がなくなります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 145,039 

旅 費：工場検査旅費 

工 事：寺崎都市下水路防草工事 

     遠隔監視装置整備工事（東急上志津） 

ポンプ交換工事（小沼仮設、南公園前、竜灯仮設）  

操作盤交換工事（小沼仮設、法務局前、樋之口橋） 

補助金：止水板等設置補助金 

令和05年度 135,509 

旅 費：工場検査旅費 

工 事：寺崎都市下水路防草工事 

遠隔監視装置整備工事（表町4丁目仮設） 

ポンプ交換工事（警察署脇、南公園前）  

操作盤交換工事（警察署脇、鏑木町二丁目、竜灯仮設） 

補助金：止水板等設置補助金 

令和06年度 92,743 

旅 費：工場検査旅費 

工 事：寺崎都市下水路防草工事 

    ポンプ交換工事（鏑木町二丁目、竜灯）  

    操作盤交換工事（竜灯仮設） 

    ゲート交換工事（鏑木町二丁目、竜灯、南公園前、樋ノ口橋） 

補助金：止水板設等置補助金 

合計 373,291  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

ポ ン プ 電 気 設 備 更 新 数 3件 3件 5件 

ポ ン プ 更 新 数 3基 2基 2基 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策5-施策2 (雨水排水施設を適正に管理し浸水被害の軽減に努めます) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 7款-3項-5目     /  経常経費 

事業名 14432 都市排水施設維持管理事業 

担当所属 治水課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

高崎川右・左岸等に設置している内水排水ポンプ施設の維持管理と、寺崎都市下水路、山崎都市

下水路の除草や修繕を行います。 

事業の目的 

排水ポンプ施設や都市下水路を適正に維持管理することで、雨水排水能力を維持します。 

事業の効果 

排水ポンプ施設や都市下水路の機能を維持することにより、浸水被害を防止、軽減します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 15,231 

・高崎川右左岸等に設置しているポンプ施設に関する電気料、通信料、管理委託

料、付随施設の保守点検費等 

・都市下水路の除草、修繕等 

令和05年度 15,231 

・高崎川右左岸等に設置しているポンプ施設に関する電気料、通信料、管理委託

料、付随施設の保守点検費等 

・都市下水路の除草、修繕等 

令和06年度 15,231 

・高崎川右左岸等に設置しているポンプ施設に関する電気料、通信料、管理委託

料、付随施設の保守点検費等 

・都市下水路の除草、修繕等 

合計 45,693  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度 令 和 0 5 年 度 令 和 0 6 年 度 

管 理 する排 水 ポンプ施 設 数 15施設 15施設 15施設 

管 理 不 備 による浸 水 発生件 数 0件 0件 0件 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策5-施策2 (雨水排水施設を適正に管理し浸水被害の軽減に努めます) 

会計 / 区分       /  臨時経費 

事業名 11842 雨水拡張事業 

担当所属 下水道課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

近年の局地的大雨により発生する市街化区域での浸水被害を抑制するため、公共下水道（雨水）

を整備します。 

事業の目的 

局地的大雨による道路冠水や家屋等への浸水被害を抑制することを目的とします。 

事業の効果 

豪雨時でも安心して生活できるようになります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 282,440 

・上高野一号枝線整備事業 

・上志津調整池整備事業 

・高崎川第２一号枝線整備事業 

・印旛沼第１一号幹線整備事業 

・高崎川第３排水区整備事業（2-1・2-3） 

令和05年度 310,728 

・上高野一号枝線整備事業 

・上志津調整池整備事業 

・高崎川第２一号枝線整備事業 

・高崎川第３排水区整備事業（2-1・2-3） 

・高崎川第４排水区整備事業（1-1） 

令和06年度 358,396 

・上志津調整池整備事業 

・高崎川第２一号枝線整備事業 

・高崎川第３排水区整備事業（2-1・2-3） 

・高崎川第４排水区整備事業（1-1） 

合計 951,564  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

下 水 道 管 整 備 延 長 （雨 水 ） 215ｍ 137ｍ 218ｍ 

整 備 済 面 積 1557.63ha 1558.80ha 1560.69ha 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策5-施策2 (雨水排水施設を適正に管理し浸水被害の軽減に努めます) 

会計 / 区分       /  臨時経費 

事業名 11843 雨水改良事業 

担当所属 下水道課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

近年の短時間集中豪雨等により、浸水による家屋等への被害を抑制するため、公共下水道施設

（雨水）の大規模な改修や改良を行います。 

事業の目的 

雨水施設の浚渫や大規模な改修を行うことにより、十分な排水能力を確保し、豪雨等による家屋等

への浸水の被害を抑制します。 

事業の効果 

豪雨による異常出水に伴い発生する、低地での浸水被害を軽減できます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 13,138 

・高崎川第３排水区整備事業（1-3） 

・雨水人孔鉄蓋交換維持管理事業 

・志津調整池維持管理事業 

令和05年度 92,259 

・高崎川第３排水区整備事業（1-3） 

・雨水人孔鉄蓋交換維持管理事業 

・印旛沼第２三号幹線維持管理事業 

・志津調整池維持管理事業 

・軌道下雨水函渠等調査事業 

・雨水管耐震化事業 

令和06年度 174,858 

・高崎川第３排水区整備事業（1-3） 

・雨水人孔鉄蓋交換維持管理事業 

・志津調整池維持管理事業 

・雨水管耐震化事業 

合計 280,255  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

改 修 延 長 - 74ｍ 125ｍ 

補 修 ・ 整 備 箇 所 数 20箇所 20箇所 20箇所 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策6-施策1 (地域における消防力の充実を図ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 8款-1項-2目     /  臨時経費 

事業名 149 消防団施設等維持整備事業 

担当所属 危機管理課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・老朽化した消防機庫の建替え、修繕及び維持管理を行います。 

・消防車両の更新及び維持管理を行います。 

事業の目的 

老朽化した消防機庫、消防車両、資機材等の買替えや維持管理をすることで円滑な消防団活動が

できる体制を整備します。 

事業の効果 

消防団の持つ消防力が発揮できるとともに更新による資機材の性能向上により、消防力の強化が

図れます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 87,381 

・消防機庫の建替え、修繕及び維持管理を行います。 

・消防車両の更新及び維持管理を行います。 

令和05年度 87,575 

・消防機庫の建替え、修繕及び維持管理を行います。 

・消防車両の更新及び維持管理を行います。 

令和06年度 73,831 

・消防機庫の建替え、修繕及び維持管理を行います。 

・消防車両の更新及び維持管理を行います。 

合計 248,787  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

消防車両（小型動力ポンプ付積載車） 43台 43台 43台 

消防車両（消防ポンプ自動車）  9台 9台 9台 

消 防 車 両 の 買 替 台 数  1台 1台 1台 

消 防 機 庫 数  52棟 52棟 52棟 

機 庫 の 建 替 棟 数 2棟 2棟 2棟 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策6-施策1 (地域における消防力の充実を図ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 8款-1項-2目     /  臨時経費 

事業名 557 消防団活動支援事業 

担当所属 危機管理課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・出初式、操法大会、訓練、警戒等の消防団事業を実施します。 

・消防団員への被服の貸与を行います。 

・消防学校等の研修会へ消防団員を派遣します。 

事業の目的 

消防団活動への支援を実施することで地域の消防力向上を図ります。 

事業の効果 

消防体制の充実を図ります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 11,296 

・各種消防団事業(出初式、印旛支部操法大会、火災予防運動、実戦訓練等)を実

施します。 

・新入団員への被服を貸与します。 

・各種団体(千葉県消防協会等)へ負担金を支出し、団体主催の研修会へ消防団

を派遣します。 

令和05年度 9,592 

・各種消防団事業(出初式、印旛支部操法大会、火災予防運動、実戦訓練等)を実

施します。 

・新入団員への被服を貸与します。 

・各種団体(千葉県消防協会等)へ負担金を支出し、団体主催の研修会へ消防団

を派遣します。 

※佐倉市消防操法大会開催年 

令和06年度 11,432 

・各種消防団事業(出初式、印旛支部操法大会、火災予防運動、実戦訓練等)を実

施します。 

・新入団員への被服を貸与します。 

・各種団体(千葉県消防協会等)へ負担金を支出し、団体主催の研修会へ消防団

を派遣します。 

合計 32,320  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

火 災 発 生 件 数 72件 69件 66件 

出 動 件 数 （ 総 件 数 ） 300回 300回 300回 

出 動 件 数 （ 火 災 の み ） 72回 69回 66回 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策6-施策2 (消防体制の整備を図ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 8款-1項-1目     /  経常経費 

事業名 464 佐倉市八街市酒々井町消防組合負担金 

担当所属 危機管理課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・常備消防業務を担う為に佐倉市八街市酒々井町消防組合に対して、人件費・消防車両等機材の

維持管理費・庁舎の維持管理費・研修費等として負担金を支出します。 

・災害時に備えた実践的な訓練を、消防組合職員より指導を受け実施し、消防団と消防組合との連

携強化に努めます。 

事業の目的 

安心して暮らせる災害に強いまちづくりを支える常備消防体制の整備を図ります。 

事業の効果 

常備消防力の強化を図り、市民の生命、財産を守ります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 2,624,238 

・常備消防業務を担う為に佐倉市八街市酒々井町消防組合に対して、人件費・消

防車両等機材の維持管理費・庁舎の維持管理費・研修費等として負担金を支出し

ます。 

・災害時に備えた実践的な訓練を、消防組合職員より指導を受け実施し、消防団

と消防組合との連携強化に努めます。 

令和05年度 2,624,238 

・常備消防業務を担う為に佐倉市八街市酒々井町消防組合に対して、人件費・消

防車両等機材の維持管理費・庁舎の維持管理費・研修費等として負担金を支出し

ます。 

・災害時に備えた実践的な訓練を、消防組合職員より指導を受け実施し、消防団

と消防組合との連携強化に努めます。 

令和06年度 2,624,238 

・常備消防業務を担う為に佐倉市八街市酒々井町消防組合に対して、人件費・消

防車両等機材の維持管理費・庁舎の維持管理費・研修費等として負担金を支出し

ます。 

・災害時に備えた実践的な訓練を、消防組合職員より指導を受け実施し、消防団

と消防組合との連携強化に努めます。 

合計 7,872,714  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

負 担 金 の 支 出 負担金を支出する 負担金を支出する 負担金を支出する 

火 災 出 動 回 数 

消 防 組 合 管 内 （うち佐 倉 市 ） 

救急の際に必ず出動

する 

救急の際に必ず出動

する 

救急の際に必ず出動

する 

救 急 出 動 回 数 

消 防 組 合 管 内 （うち佐 倉 市 ） 

職員数の適正化を図

る  

職員数の適正化を図

る  

職員数の適正化を図

る  

消 防 組 合 職 員 数 （充 足 率 ） 必要台数を設置する 必要台数を設置する 必要台数を設置する 

消防車両（台数）（救急車を除く） 

消 防 組 合 管 内 （うち佐 倉 市 ） 
必要台数を設置する 必要台数を設置する 必要台数を設置する 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策6-施策2 (消防体制の整備を図ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 8款-1項-1目     /  臨時経費 

事業名 465 救命救急処置事業 

担当所属 危機管理課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・佐倉市所管の公共施設にＡＥＤ（自動体外式除細動器）を設置します。 

・市民主催行事用にＡＥＤの貸出しを行います。 

事業の目的 

公共施設へのＡＥＤの設置と市民主催行事へのＡＥＤの貸出しを実施することで救命救急体制の

充実を図ります。 

事業の効果 

公共施設にＡＥＤを設置するとともに、市民主催行事にＡＥＤの貸出しを実施することにより、緊急

時に必要な救命措置を執行できる体制が構築できます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 5,220 

・佐倉市公共施設内に 86 台設置したＡＥＤの機器賃借料の支払いをするととも

に、消防団員を対象とした普通救命講習会を開催し、消防団員の救命技能向上

を図ります。 

・貸出用ＡＥＤを3台配備し、市民主催等行事用にＡＥＤを貸出します。 

・貸出用ＡＥＤ(トレーニング機)を 1 台配備し、市民主催の救命講習会等のために

ＡＥＤ(トレーニング機)を貸出します。 

令和05年度 5,383 

・佐倉市公共施設内に 86 台設置したＡＥＤの機器賃借料の支払いをするととも

に、消防団員を対象とした普通救命講習会を開催し、消防団員の救命技能向上

を図ります。 

・貸出用ＡＥＤを3台配備し、市民主催等行事用にＡＥＤを貸出します。 

・貸出用ＡＥＤ(トレーニング機)を 1 台配備し、市民主催の救命講習会等のために

ＡＥＤ(トレーニング機)を貸出します。 

令和06年度 5,708 

・佐倉市公共施設内に 86 台設置したＡＥＤの機器賃借料の支払いをするととも

に、消防団員を対象とした普通救命講習会を開催し、消防団員の救命技能向上

を図ります。 

・貸出用ＡＥＤを3台配備し、市民主催等行事用にＡＥＤを貸出します。 

・貸出用ＡＥＤ(トレーニング機)を 1 台配備し、市民主催の救命講習会等のために

ＡＥＤ(トレーニング機)を貸出します。 

合計 16,311  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

Ａ Ｅ Ｄ 設 置 数 86施設 86施設 86施設 

Ａ Ｅ Ｄ 設 置 率 100％ 100％ 100％ 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策6-施策2 (消防体制の整備を図ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 8款-1項-3目     /  臨時経費 

事業名 798 消防施設整備事業 

担当所属 危機管理課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・必要な消火栓の新設、更新を行います。 

・必要な防火水槽の新設、維持管理を行います。 

事業の目的 

消防施設の整備を行い消防力の向上に努めます。 

事業の効果 

地域の消防力の向上が図れます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 18,612 

・消火栓の更新、修繕を行います。 

・防火水槽の新設、修繕を行います。 

令和05年度 20,332 

・消火栓の更新、修繕を行います。 

・防火水槽の新設、修繕を行います。 

令和06年度 17,075 

・消火栓の更新、修繕を行います。 

・防火水槽の新設、修繕を行います。 

合計 56,019  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

消 防 水 利 設 置 数 2,604箇所 2,605箇所 2,606箇所 

消 防 水 利 の 充 足 率 70％ 70％ 70％ 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策6-施策3 (防災に関する知識・意識の普及を図ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-12目     /  経常経費 

事業名 555 防災訓練支援事業 

担当所属 危機管理課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

市主催の防災訓練、各地域で行う防災訓練への支援・協力を行います。 

事業の目的 

市の防災体制の確立や市民の日頃からの防災への備え対策など、防災意識の高揚を図ります。 

事業の効果 

災害に対する事前の対策や災害発生時の的確な行動により、被害の軽減を図ります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 1,361 

・防災訓練を開催します。 

・地域の防災訓練への支援、協力を行います。 

令和05年度 1,361 

・防災訓練を開催します。 

・地域の防災訓練への支援、協力を行います。 

令和06年度 1,361 

・防災訓練を開催します。 

・地域の防災訓練への支援、協力を行います。 

合計 4,083  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

防災訓練支援回数 自治会等からの依頼に対応 自治会等からの依頼に対応 自治会等からの依頼に対応 

市主催の防災訓練の実施回数 1回 1回 1回 

職 員 応 援 率 100％ 100％ 100％ 

自治会・町内会等の防災訓練実施回数 70回 70回 70回 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策6-施策3 (防災に関する知識・意識の普及を図ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-12目     /  臨時経費 

事業名 7490 防災啓発事業 

担当所属 危機管理課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・浸水想定区域や土砂災害警戒区域などを記載した災害ハザードマップや、指定避難所や防災行

政無線、公共施設などを記載した防災ガイドブックを作成し、転入者へ配布を行います。 

・災害に関する情報を市ホームページ、広報さくらに掲載するとともに、各町内会や自主防災組織

が行う防災訓練等に職員を派遣し、地震体験・防災講話などの災害に対する意識啓発を行いま

す。 

事業の目的 

転入者への災害ハザードマップの配布や、啓発冊子を利用し、市民への防災意識の高揚を図りま

す。 

事業の効果 

災害に備えることにより、人命を守り、被害の軽減を図ります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 1,364 

・災害に対する備えを詳細に紹介した防災ガイドブックを作成し、転入者へ配布

を行います。 

・災害に関する情報を市ホームページ、広報さくらに掲載するとともに、各町内会

や自主防災組織が行う防災訓練等に職員を派遣し、地震体験・防災講話などの

災害に対する意識啓発を行います。 

令和05年度 0 

・浸水想定区域や土砂災害警戒区域などを記載した災害ハザードマップを作成

し、転入者へ配布を行います。 

・災害に関する情報を市ホームページ、広報さくらに掲載するとともに、各町内会

や自主防災組織が行う防災訓練等に職員を派遣し、地震体験・防災講話などの

災害に対する意識啓発を行います。 

令和06年度 1,364 

・災害に対する備えを詳細に紹介した防災ガイドブックを作成し、転入者へ配布

を行います。 

・災害に関する情報を市ホームページ、広報さくらに掲載するとともに、各町内会

や自主防災組織が行う防災訓練等に職員を派遣し、地震体験・防災講話などの

災害に対する意識啓発を行います。 

合計 2,728  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

災害ハザードマップ・防災ガイドブック作成・配布部数 ブック 10,000部 － ブック10,000部 

災 害 に備 えている市 民 の割 合 100％ 100％ 100％ 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策6-施策3 (防災に関する知識・意識の普及を図ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 8款-1項-4目     /  経常経費 

事業名 9545 水防事業 

担当所属 危機管理課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

印旛地区利根川流域の水防に関する負担金の支出をします。 

事業の目的 

利根川右岸の水防に関する事務及び水防防御を支援します。 

事業の効果 

水防演習を実施することで水防に必要な知識及び技術が習得され消防団員の資質向上を図りま

す。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 2,030 

・印旛利根川水防事務組合に負担金を支出します。 

・印旛地区水防管理団体連合会に会費を支出します。 

令和05年度 2,030 

・印旛利根川水防事務組合に負担金を支出します。 

・印旛地区水防管理団体連合会に会費を支出します。 

令和06年度 2,030 

・印旛利根川水防事務組合に負担金を支出します。 

・印旛地区水防管理団体連合会に会費を支出します。 

合計 6,090  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

水 防 演 習 参 加 （ 回 数 ） 1回 0回 1回 

水 防 演 習 参 加 （ 人 数 ） 52人 0人 52人 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策6-施策4 (災害に備えた体制を整備します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-5目     /  臨時経費 

事業名 7848 臨時災害FM放送事業 

担当所属 広報課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

大規模災害時などに臨時災害ＦＭ放送局を立ち上げられるように、放送体制の整備及び平時の維

持管理を行い、緊急時に対応できる環境を整備します。 

事業の目的 

過去の大災害時における臨時災害FM局は、既存のコミュニティ FM局をはじめ、多くのボランティ

アの方々に支えられて放送ができたというケースが多かったことから、佐倉市では予め放送設備等

を用意し、有事の際には㈱広域高速ネット二九六の協力のもと、いつでも対応が可能な状況にして

おくようにします。 

事業の効果 

佐倉市において大規模災害等が発生した際、停電やケーブルの断線等の影響を受けにくいととも

に、その受信機の各家庭での普及率が高く、安価で入手が容易なメディアである FM 波を利用し

て、万が一の際には確実に市民に必要な情報を提供することができます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 788 

大規模災害時などに臨時災害ＦＭ放送局を立ち上げられるように、放送体制の整

備及び平時の維持管理を行い、緊急時に対応できる環境を整備します。 

令和05年度 788 

大規模災害時などに臨時災害ＦＭ放送局を立ち上げられるように、放送体制の整

備及び平時の維持管理を行い、緊急時に対応できる環境を整備します。 

令和06年度 788 

大規模災害時などに臨時災害ＦＭ放送局を立ち上げられるように、放送体制の整

備及び平時の維持管理を行い、緊急時に対応できる環境を整備します。 

合計 2,364  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

臨時災害 FM 放送設備実地点検 2回 2回 2回 

臨時災害 FM 放送設備の維持管理数 1箇所 1箇所 1箇所 

 

2-58



総合計画の位置付け 第2章-基本施策6-施策4 (災害に備えた体制を整備します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 7款-2項-4目     /  臨時経費 

事業名 9267 勝田川（上志津原地区）改修事業 

担当所属 治水課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・勝田川は千葉市八千代市境を流下する一級河川であり、上流域の市街化の進展により浸水被害

が発生するようになったことから、流域４市（千葉市、四街道市、八千代市、佐倉市）で協議会を設

立し、千葉市が主体となって事業を進めています。 

・佐倉市では千葉市に対して事業への協力および負担金の支出をしています。 

事業の目的 

勝田川流域の浸水被害を軽減、防止します。 

事業の効果 

宇那谷橋付近の道路冠水、流域の住宅、水田への浸水被害が軽減し、住宅や作物への被害も少

なくなります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 6,223 

・河川改修事業負担金（佐倉市負担割合4.9％） 

・境界杭購入 

令和05年度 8,820 

・河川改修事業負担金（佐倉市負担割合4.9％） 

・境界杭購入 

令和06年度 4,900 

・河川改修事業負担金（佐倉市負担割合4.9％） 

・境界杭購入 

合計 19,943  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度 令 和 0 5 年 度 令 和 0 6 年 度 

千葉市による単年度改修延長（宇那谷 2 号排水路） 250m （橋梁改修） 250ｍ 

佐倉市内勝田川流域の浸水被害件数 0件 0件 0件 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策6-施策4 (災害に備えた体制を整備します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 7款-2項-4目     /  臨時経費 

事業名 9273 急傾斜地崩壊対策事業 

担当所属 治水課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・急傾斜地の対策工事には高度な技術と多額の費用を要するとともに、複数の地権者が関係する

ため、個人で行うのは現実的に困難です。このため、一定規模以上の急傾斜地において関係者全

員からの要望が調った場合には、千葉県が区域を指定したうえで、対策工事を行います。 

・佐倉市では、千葉県に事業費の一部を支出、または一部工事を実施しています。 

事業の目的 

対策工事により急傾斜地のがけ崩れを防ぎ、住宅をがけ崩れから守ります。 

事業の効果 

対策により安全度が上がり、居住する住民の命が守られ、安心安全に寄与します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 6,000 

・急傾斜地崩壊防止対策事業負担金（千葉県への負担金） 

令和05年度 7,000 

・急傾斜地崩壊防止対策事業負担金（千葉県への負担金） 

令和06年度 8,000 

・急傾斜地崩壊防止対策事業負担金（千葉県への負担金） 

合計 21,000  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度 令 和 0 5 年 度 令 和 0 6 年 度 

が け 地 点 検 箇 所 数 28箇所 28箇所 28箇所 

対 策 工 事 完 了 箇 所 数 20箇所 20箇所 20箇所 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策6-施策4 (災害に備えた体制を整備します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 7款-2項-4目     /  臨時経費 

事業名 14429 河川関連施設改修事業 

担当所属 治水課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・準用河川（佐倉川、上手繰川、井野川、上小竹川、南部川）や調整池、排水路（法定外水路）など

河川関連施設の整備や改修、浚渫等を行います。 

・治水対策の一環として、雨水貯留浸透施設の設置費用の一部を助成します。 

事業の目的 

・治水機能を確保または強化することで、浸水被害を軽減、防止します。 

・破損、老朽化したフェンス等を補修、改修して、安全を維持します。 

事業の効果 

・道路冠水、宅地への浸水、田畑への溢水が軽減し、住宅や作物への被害も少なくなります。 

・関係者以外の不用意な調整池等への進入や転落事故がなくなります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 74,331 

用地取得：神門地先排水路用地 

工 事：鏑木町地先排水路整備工事 

明神台調整池排水整備工事 

準用河川南部川堤防盛土工事 

委 託：畔田地先排水路測量、準用河川上小竹川改修予備設計 

除草（神門地先排水路、大作調整池） 

浚渫、堆積土砂撤去（大野調整池） 

補助金：雨水貯留浸透施設設置工事補助金 

令和05年度 308,573 

工 事：ユーカリが丘北部排水路、中志津北部・上志津南部調整池改修 

フェンス改修（白銀調整池、藤治台調整池、佐倉川） 

ポンプ改修（寺崎北部調整池、六崎調整池）、調整池看板交換 

委 託：準用河川上小竹川改修詳細設計 

     測量（飯野地先排水路、大佐倉地先排水路、岩名地先排水路、 

西御門地先排水路、南部川） 

除草（神門地先排水路、大作調整池） 

浚渫、堆積土砂撤去（八幡台排水路、第2ユーカリが丘調整池） 

補助金：雨水貯留浸透施設設置工事補助金 

令和06年度 171,424 

用地取得：飯野地先排水路用地、準用河川上小竹川改修用地 

工 事：神門地先排水路整備、畔田地先排水路整備、 

フェンス改修（藤治台調整池、大崎台調整池、春路調整池、房向調整池） 

調整池看板交換、田町調整池ポンプ交換 

委 託：飯重地先排水路測量、大蛇町地先排水路設計 

除草（神門地先排水路、大作調整池） 

浚渫、堆積土砂撤去（八幡台排水路、下根排水路、井野長割東調整池） 

補助金：雨水貯留浸透施設設置工事補助金 

合計 554,328  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

雨 水 貯 留 浸 透 施 設 補 助 実 績 17件 17件 17件 

河 川 関 連 施 設 の改 修 実 績 1件 6件 6件 

管 理 不 備 による事 故 発生件 数 0件 0件 0件 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策6-施策4 (災害に備えた体制を整備します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 7款-2項-4目     /  経常経費 

事業名 14431 河川関連施設維持管理事業 

担当所属 治水課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

準用河川（佐倉川、上手繰川、井野川、上小竹川、南部川）や調整池、排水路（法定外水路）など河

川関連施設の維持管理を行います。 

事業の目的 

河川関連施設の機能を維持するとともに、良好な環境の保持に努めます。 

事業の効果 

河川関連施設の機能を維持することにより、浸水被害を軽減、防止します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 39,705 

・準用河川の維持管理、補修等 

・調整池の維持管理、補修等 

・排水路の維持管理、補修等 

令和05年度 39,705 

・準用河川の維持管理、補修等 

・調整池の維持管理、補修等 

・排水路の維持管理、補修等 

令和06年度 39,705 

・準用河川の維持管理、補修等 

・調整池の維持管理、補修等 

・排水路の維持管理、補修等 

合計 119,115  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度 令 和 0 5 年 度 令 和 0 6 年 度 

管 理 す る 準 用 河 川 数 5件 5件 5件 

除草等の維持管理を実施した河川数 5件 5件 5件 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策6-施策4 (災害に備えた体制を整備します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 7款-1項-2目     /  臨時経費 

事業名 408 既存建築物耐震改修等支援事業 

担当所属 建築指導課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

平成 12 年以前に建築された戸建木造住宅の耐震診断、補強改修工事並びにその工事に伴うリ

フォーム及び分譲マンションの耐震診断に係る経費の一部について補助金を交付します。 

 また、大雨などにより宅地が冠水するなどの被害が想定される地域において、その家屋所有者が

行う宅地のかさ上げ工事等に係る経費の一部について補助金を交付します。 

 通学路や避難路に面するコンクリートブロック塀等の所有者が、地震等の災害時に倒壊する危険

性のあるブロック塀を除却する工事に要する費用の一部について補助金を交付します。また除却

後のフェンス等設置及び緑化工事に要する費用の一部について補助金を交付します。 

事業の目的 

戸建木造住宅の耐震診断を行い、必要に応じて補強工事を行うための経費の負担を軽減し、地震

による被害の低減を目指します。 

 また、かさ上げ工事に係る経費の負担を軽減し、大雨などによる冠水被害の低減を目指します。 

 通学路、避難路に面する危険ブロック塀を除却し緑化することにより、災害時のブロック塀等の倒

壊被害を未然に防止します。 

事業の効果 

戸建木造住宅の耐震化や、浸水被害が想定される地域の住宅のかさ上げを行うことにより、市民が

安心して日常生活を営むことが出来ます。 

 危険ブロック塀等を除却することにより、地震時における倒壊による事故などの二次災害を防ぎ、

避難路の確保並びに消防車、救急車等の緊急車両の通路を確保し、市民の生命、財産の安全を

確保できます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 11,534 

・木造住宅耐震診断、木造住宅補強改造工事並びにそれに伴うリフォーム、高齢

者世帯等を対象とした耐震シェルターの設置並びにそれに伴うリフォーム、分譲

マンションの耐震診断及び対象地区内のかさ上げ工事費用の補助。 

・危険コンクリートブロック塀等の除却、フェンス設置及び緑化工事費用の補助。 

令和05年度 11,534 

・木造住宅耐震診断、木造住宅補強改造工事並びにそれに伴うリフォーム、高齢

者世帯等を対象とした耐震シェルターの設置並びにそれに伴うリフォーム、分譲

マンションの耐震診断及び対象地区内のかさ上げ工事費用の補助。 

・危険コンクリートブロック塀等の除却、フェンス設置及び緑化工事費用の補助。 

令和06年度 11,534 

・木造住宅耐震診断、木造住宅補強改造工事並びにそれに伴うリフォーム、高齢

者世帯等を対象とした耐震シェルターの設置並びにそれに伴うリフォーム、分譲

マンションの耐震診断及び対象地区内のかさ上げ工事費用の補助。 

・危険コンクリートブロック塀等の除却、フェンス設置及び緑化工事費用の補助。 

合計 34,602  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

耐 震 診 断 補 助 件 数 30件 30件 30件 

耐 震 補 強 工 事 補 助 件 数 20件 20件 20件 

耐 震 相 談 件 数 50件 50件 50件 

危険コンクリートブロック塀等除却補助件数 20件 20件 20件 

危険ブロック塀等の除却工事実施率 100％ 100％ 100％ 

耐 震 化 率 の 向 上 95％ 95％ 95％ 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策6-施策4 (災害に備えた体制を整備します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 7款-3項-1目     /  臨時経費 

事業名 9274 宅地耐震化推進事業 

担当所属 市街地整備課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・一定の要件に該当する大規模盛土造成地の変動予測調査を行い、安全性を把握します。 

・大規模盛土造成地滑動崩落防止のため、事前対策工事を実施します。 

事業の目的 

・大規模盛土造成地について、安全性を把握するため、変動予測調査を実施し、結果を基に滑動

崩落防止対策を行うことで、大地震時等における被害の防止や軽減を図り、市民の安全を確保しま

す。 

事業の効果 

・市民の安全を確保します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 13,299 

・地盤調査委託 

（簡易地盤調査による確認）10箇所 

令和05年度 32,964 

・地盤調査委託 

（詳細調査による安全性の確認）3箇所 

令和06年度 39,113 

・地盤調査委託 

（詳細調査による安全性の確認）3箇所 

合計 148,369  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

大規模盛土造成地調査実施箇所数 10箇所 ３箇所 ３箇所 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策6-施策4 (災害に備えた体制を整備します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-12目     /  臨時経費 

事業名 148 自主防災組織支援事業 

担当所属 危機管理課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

地域における自主防災組織の設立、活動に対し、助成金や資機材の貸与を通じて支援を行いま

す。 

事業の目的 

防災対策の基本は、自助、共助であり、災害発生時の初動期における活動が重要となります。その

ため、各地域において、自主防災組織を設立し、充実した防災活動を行うことができるよう支援しま

す。 

事業の効果 

各地域での災害による被害の軽減を図ります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 1,650 

・自主防災組織の設立支援及び活動にあたり助成金を支払います。 

・防災資機材の貸与を行います。 

令和05年度 1,650 

・自主防災組織の設立支援及び活動にあたり助成金を支払います。 

・防災資機材の貸与を行います。 

令和06年度 1,650 

・自主防災組織の設立支援及び活動にあたり助成金を支払います。 

・防災資機材の貸与を行います。 

合計 7,000  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

自主防災組織の新規設立団体数 3団体 3団体 3団体 

自主防災組織の団体数（組織率） 121団体（56％） 124団体（57％） 127団体（58％） 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策6-施策4 (災害に備えた体制を整備します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-12目     /  経常経費 

事業名 251 災害救援体制整備事業 

担当所属 危機管理課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・災害の予防や復旧工事への利子補給を行います。 

・被災をした人への支援として見舞金を支給します。 

・災害時における現地対応等を行います。 

事業の目的 

災害の予防、並びに被災者への支援・救済を行います。 

事業の効果 

被災者への支援救済を行うことにより、安全安心なまちづくりを図ります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 2,838 

・災害の予防や復旧工事への利子補給を行います。 

・被災をした人への支援として見舞金を支給します。 

・被災者に生活再建支援金を支給します。 

・災害時における現地対応等を行います。 

令和05年度 2,838 

・災害の予防や復旧工事への利子補給を行います。 

・被災をした人への支援として見舞金を支給します。 

・被災者に生活再建支援金を支給します。 

・災害時における現地対応等を行います。 

令和06年度 2,838 

・災害の予防や復旧工事への利子補給を行います。 

・被災をした人への支援として見舞金を支給します。 

・被災者に生活再建支援金を支給します。 

・災害時における現地対応等を行います。 

合計 8,514  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

利 子 補 給 補 助 金 件 数 6件 6件 6件 

災 害 見 舞 金 件 数 14件 14件 14件 

被 災 者 住 宅 再 建 支 援 金 件 数 1件 1件 1件 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策6-施策4 (災害に備えた体制を整備します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-12目     /  臨時経費 

事業名 252 防災資器材等管理事業 

担当所属 危機管理課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

防災備蓄倉庫の資器材について、修繕・点検を行うとともに、賞味期限・使用期限のある備蓄品の

入れ替えを行います。 

事業の目的 

防災備蓄倉庫の資器材・設備を常に使用できる状態に保ち、災害に備えます。 

事業の効果 

災害発生時に、備蓄している資器材・設備を使用し、早期の災害対応が可能となります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 16,925 

・職員の非常登庁訓練にあわせて、防災備蓄倉庫の資器材の定期点検を行いま

す。 

・賞味期限、使用期限の切れる非常食や、資器材の修繕などを行い、防災資機材

の適正管理を行います。 

令和05年度 16,925 

・職員の非常登庁訓練にあわせて、防災備蓄倉庫の資器材の定期点検を行いま

す。 

・賞味期限、使用期限の切れる非常食や、資器材の修繕などを行い、防災資機材

の適正管理を行います。 

令和06年度 16,925 

・職員の非常登庁訓練にあわせて、防災備蓄倉庫の資器材の定期点検を行いま

す。 

・賞味期限、使用期限の切れる非常食や、資器材の修繕などを行い、防災資機材

の適正管理を行います。 

合計 50,775  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

防 災 倉 庫 資 器 材 維 持 管 理 数 40箇所 40箇所 40箇所 

防 災 備 蓄 倉 庫 維 持 管 理 率 100％ 100％ 100％ 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策6-施策4 (災害に備えた体制を整備します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-12目     /  経常経費 

事業名 554 災害情報伝達事業 

担当所属 危機管理課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

市民へいち早く災害に関する注意喚起や避難行動を促すなどの情報提供を行います。 

事業の目的 

・防災行政無線の適正な維持管理を行い、注意喚起や避難行動を促すための情報を市民へいち

早く伝達します。 

事業の効果 

災害に関する情報の伝達により、災害による被害の軽減を図ります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 12,112 

メール配信サービス、防災行政無線(移動系）の保守点検などの委託事業 

令和05年度 12,112 

メール配信サービス、防災行政無線(移動系）の保守点検などの委託事業 

令和06年度 12,112 

メール配信サービス、防災行政無線(移動系）の保守点検などの委託事業 

合計 36,336  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

災 害 情 報 伝 達 手 段 の種 類 数 8種類 8種類 9種類 

メール配 信 サービス登 録 者 数 20,000人 20,500人 21,000人 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策6-施策4 (災害に備えた体制を整備します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-12目     /  臨時経費 

事業名 793 防災対策計画事業 

担当所属 危機管理課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・市の総合的な防災計画である「佐倉市地域防災計画」、「佐倉市国民保護計画」を必要に応じて見

直しを行います。 

・防災会議、国民保護協議会を必要に応じて開催します。 

事業の目的 

国、件の計画修正に伴い、市の計画の適宜見直しを行い総合的・計画的な防災対策を行います。 

事業の効果 

市の防災体制の整備拡充を図ります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 800 

・必要に応じて地域防災計画、国民保護計画の検討、見直しを行います。 

・必要に応じて防災会議、国民保護協議会を開催します。 

令和05年度 301 

・必要に応じて地域防災計画、国民保護計画の検討、見直しを行います。 

・必要に応じて防災会議、国民保護協議会を開催します。 

令和06年度 301 

・必要に応じて地域防災計画、国民保護計画の検討、見直しを行います。 

・必要に応じて防災会議、国民保護協議会を開催します。 

合計 1,402  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

佐 倉 市 防 災 会 議 開 催 数 １回 １回 １回 

地域防災計画、国民保護計画の修正、見直し １回 計画の適宜修正 計画の適宜修正 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策6-施策4 (災害に備えた体制を整備します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-12目     /  臨時経費 

事業名 9263 防災施設整備事業 

担当所属 危機管理課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

災害時における情報伝達手段である防災行政無線システムの整備や、避難所の水の確保のため

の防災井戸など、防災に関する施設、設備の計画的な整備を行います。 

事業の目的 

防災行政無線子局施設を市内への設置を行うとともに、広域避難場所である学校施設への防災井

戸施設の整備を行います。 

事業の効果 

災害時に施設を使用し、早期に的確な災害対応を行うことができます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 23,092 

・広域避難場所に設置してある防災井戸を整備･改修します。 

・戸別受信機を配備します。 

令和05年度 902 

・広域避難場所に設置してある防災井戸を整備･改修します。 

令和06年度 66 

・広域避難場所に設置してある防災井戸を整備･改修します。 

合計 24,060  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

防 災 行 政 無 線 設 置 数 （総 数 ） 155基 155基 155基 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策6-施策4 (災害に備えた体制を整備します) 

会計 / 区分 【会計】災害共済事業特別会計 1款-1項-1目     /  経常経費 

事業名 9264 災害共済事業運営事業 

担当所属 危機管理課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

佐倉市災害共済事業を運営し、災害等により居住する建物の損壊・焼失または、加入者やその者と

同一の世帯に属し同居している家族等の死亡または負傷などに対し、給付金を支払います。 

事業の目的 

市民生活の安定と福祉の増進に寄与します。 

事業の効果 

災害等により被害を受けた加入者に対し、市民相互救済制度による生活の安定を図ります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 4,102 

・災害共済の運営を行います。 

・給付金の支給を行います。 

令和05年度 4,102 

・災害共済の運営を行います。 

・給付金の支給を行います。 

令和06年度 4,102 

・災害共済の運営を行います。 

・給付金の支給を行います。 

合計 12,306  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

加 入 世 帯 数 3,250件 3,250件 3,250件 
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総合計画の位置付け 第2章-基本施策6-施策4 (災害に備えた体制を整備します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-12目     /  臨時経費 

事業名 13750 災害対策拠点整備事業 

担当所属 危機管理課 事業期間 令和04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

災害時における災害対策拠点として、千葉県水道局管理地（佐倉市飯野培養土センター跡地）の

使用許可を受け、用地の管理運営を行います。 

事業の目的 

災害時に備え、防災・治水関連の資材を備蓄します。 

大規模災害時の応援・受援体制に資するための用地を確保します。 

事業の効果 

災害時の応急復旧対策の拠点を確保します。 

資機材保管施設の分散化により、リスク管理が図れます。 

大規模災害時の応援・受援車両の参集拠点を確保します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 36 

千葉県水道局から使用許可を受けた千葉県水道局管理地の管理運営に資する

ため、除草等の管理を行います。 

令和05年度 36 

千葉県水道局から使用許可を受けた千葉県水道局管理地の管理運営に資する

ため、除草等の管理を行います。 

令和06年度 36 

千葉県水道局から使用許可を受けた千葉県水道局管理地の管理運営に資する

ため、除草等の管理を行います。 

合計 108  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

除 草 等 の 実 施 回 数 2回 2回 2回 
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